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8．99mTc－MAG3にょる分腎機能評価

　　一1231－OIHおよび99mTc－DTPAとの比較一
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　腎・尿路疾患15症例を対象として，99mTc・MAG3の

臨床的有用性を検討した．99mTc－MAG3の画像では，

1231－OIHに比べて腹部大動脈や腸骨動脈および尿管が

良好に描画された．レノグラムの機能指標の検討では，

99mTc－MAG3と1231－OIH間で最大カウント数（Cmax）

に対する20分のカウント数（C20）の比（C20／Cm・x）に有

意（P＜0．05）な相関が認められた．99mTc－MAG3の初期

腎摂取率（X）と1231－OIHにより算出されたERPF（Y）

の間には，相関係数0．81と有意な相関が得られ，Yニ

17．4X（全腎摂取率）十90．8の回帰式が導かれた，以上よ

り，99mTc－MAG3は1231・OIHに代わり得ると思われ

た．

9．移植腎の機能評価における99mTc・MAG3の有用性
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　移植腎12例において，99mTc－MAG3300　MBqを急

速静注し，腎動態シンチグラフィを実施した．12例中

10例では，1231－OIH　37　MBqを用いて同様の検査を行

い，両者の結果を比較した．MAG3により得られた血

流相画像は，OIHと比べてきわめて鮮明であった．カ

ウント数が多いため，MAG3ではより小さなROI設定

からノイズの少ないレノグラムを得ることができた．

MAG3とOIHより算出された有効腎血漿流量（ERPF）

は，比較的良好な一致を示した（r＝0．98，P＜0．001）．ま

た，MAG　3より得られたERPFと，血清クレアチニン

値およびBUNには，おのおのr＝－0．71，－0．65の有

意な負の相関が認められた（ともにPく0．05）．MAG　3は

局所腎機能評価に有用であると考えられたで

10．腹膜透析患者におけるperitoneal，　Pleural　scinti9・

　　raphy
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　慢性腎不全の治療法として，腹膜透析（CAPD，　Con－

tinuous　Ambulatory　Peritoneal　Dialysis）がわが国に導

入されて約7年になる．食事の制限がなく，簡便で家庭

内で行えるなどの利点があるにもかかわらず，血液透析

ほどには普及していないのが現状である．現在全国で約

5，500人がCAPDを受けているが，これは全透析患者

の5％しか占めていない．腹膜透析の欠点は，腹膜炎や

腹膜ヘルニアなどの副作用が起こることであろう．腹膜

ヘルニアの頻度は報告によれば，10ないし25％である

が，それらの存在診断と経過観察，あるいは治療の効果

判定には，核医学的な方法が非常に有用であると考えら

れるので，症例を呈示して解説した．

11．99mTc・GSA肝シンチグラフィによる胆道閉鎖症術

　　後症例の検討
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　99mTc－GSAを用い，胆道閉鎖症術後症例に肝シンチ

を施行した．年齢3か月～2歳4か月，体重5．8～12．8

kgの患児6例にLigand量で1．5　mgを投与したが，

全例に肝の形態把握可能な良好な画像が得られた．2例

に99mTc－PMT肝胆道シンチと比較を行ったが，所見の

乖離は見られなかった．Clearance　Index（HH15），

Receptor　Index（LHLI5）は，肝機能検査値との相関性は

明らかではなかったが，臨床経過から肝機能が良好と考

えられる2例（C．1．＝0．369土0．050，R．1．＝0．963土0．Ol1）

と不良と考えられる4例（C．1．＝0．643土0．068，R．1．＝

0・895±0．025）に有意差が認められた．今後の検討課題

として，投与量の増量，肝機能検査値との相関，SPECT

への適用が考えられた．
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